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東京総合保健福祉センター江古田の森は「すべては利用者さんのために」の法人団是の下、高齢者福祉及び障害者福祉の地域の拠点として
「住み慣れた地域で生涯生き生きと暮らし続けられるため」に、地域の皆様や利用者、家族に「安心と安全」を提供します。設立理念

関連施設 ●特別養護老人ホーム 江古田の森
●介護老人保健施設リハビリテーションセンター 江古田の森
●ケアハウス 江古田の森
●障害者支援施設（施設入所支援・生活介護） 江古田の森
●通所リハビリテーションセンター 江古田の森

●デイサービスセンター 江古田の森
●居宅介護支援事業所 江古田の森
●訪問リハビリテーションセンター 江古田の森
●ヘルパーステーション 江古田の森
●森のほいくえん

●訪問看護ステーション 江古田の森
●デイサービスセンター ゆずりは
●ケアホーム やまゆり
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ホームページ随時更新
中！

今 月 の 表 紙今 月 の 表 紙

長時間通リハ
“散歩の途中で…”

長時間通所リハビリでは屋外歩行訓練や余暇活動としての散歩を実施しています。外を歩きながら、皆さ
ん四季折々の江古田の森を堪能しています。この時期は桜を目的に多くの利用者さんが散歩を楽しまれ
ていました。
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。



3

東京総合保健福祉センター江古田の森は、地球の環境保全並びに環境負荷軽減を、介護・福祉サービス活動において常に考慮し、顧客満足を維持しつつ、社会貢献していきます。
●環境問題関連を含む法令、その他の要求事項を遵守して、福祉サービスを提供します。
●医学的、教育的、心理的、社会的リハビリテーションを提供し、利用者の生活の質を向上させることで、自立と自己実現を目指します。
●利用者の自己決定と選択を尊重し、利用者の願いや思いを大切にし、利用者の気持ちに寄り添った支援をします。
●職員は、専門性の向上のために不断の努力をし、研修及び研鑽を積みます。
●介護・支援・福祉サービスにおける環境影響評価を適切に行ないます。
●より良い福祉サービスの実現と環境負荷の軽減のための施設目的・施設目標を設定するとともに定期的に見直しを行い、統合マネジメントシステムを継続的に改善していくことを
　通じで、福祉サービスの質の向上と環境パフォーマンスの向上を積極的に推進します。
●福祉サービスの提供にあたって、事故防止、感染防止、汚染防止に努め、施設環境の快適性を推進します。
●施設方針は、全職員に周知するとともにホームページ等を通じて一般に公表します。

施　設　方　針 平成29年1月1日

感染予防対策について
　江古田の森での感染症予防の取り組みをお知らせ
します。

　①事業所内の消毒薬の設置。
　②ご利用者様・職員の手洗い・うがいの徹底。
　③ご利用者様・職員の検温の実施。
　④職員のマスク着用（ご利用者様は任意）。
　⑤定期的な換気の実施。
　⑥加湿空気清浄器の設置。
　⑦ご利用者様の座席間隔の拡大。
　⑧外部からの面会制限。
　　それ以外にも、37度以上の発熱のある職員の出勤
停止、同じくご利用者様には利用を控えて頂いてい
ます。また、海外渡航歴のあるご家族がいらっしゃ
るご利用者様にも2週間ご利用を控えて頂いており
ます。
　　どのような取り組みをしても１００％安全という
事は言えませんが、出来るだけ皆さまが安心してご
利用できるように取り組んでまいりますので、今後
ともご指導のほど、よろしくお願い致します。

1. 感染流行ではさまざまなこころの問題が生じます
感染の拡大は、人のこころに不安や恐怖、強い怒り、興奮、不
眠など様々な気持ちを生じさせることがあります。
　さらに今、隔離や自宅待機などの感染対策がとられています。
感染拡大防止のためにやむを得ない面はありますが、行動の自
由を制限されると、喜怒哀楽の感情が失われたり、強い不安を
感じたり、周りの状況が他人事のように感じられたり、自分が
いじめられ、疎外されている気持ちが生じる「拘禁反応」と呼
ばれる特有の心理状態が生じることがあります。また、親しい
関係の一人が感染のため隔離されると、残された人が引き離さ
れた不安や抑うつを感じることがあります。
　これらの反応は決して特別なものではなく、この状況では誰
にも起こり得る自然な心理反応です。特に拘禁反応は、通常は、
隔離が解除されれば改善します。ただこうした状態が長く続く
と、こころやからだに不調をきたす可能性があります。その場
合には、精神医学や心理学の専門家に相談しましょう。
・厚生労働省より、こころの健康を守るために下記の　ことが
かかれています。
　○ お互いにコミュニケーションを取りましょう
　○ 誰でも、不安や心配になりますが、多くは徐々に回復し
　　 ます
　○ 眠れなくても、横になるだけで休めます
　○ つらい気持ちは「治す」というより「支え合う」ことが
　　 大切です
　○ 無理をしないで、身近な人や専門家に相談しましょう
周りの人が不安を感じているときには
　○ 側に寄り添うなど、安心感を与えましょう
　○ 目を見て、普段よりもゆっくりと話しましょう
　○ 短い言葉で、はっきり伝えましょう
　○ つらい体験を無理に聞き出さないようにしましょう
　○ 「こころ」にこだわらず、困っていることの相談に乗り
　　 ましょう
特に子どもについては、ご家族や周囲の大人の皆様はこのよ
うなことに気を付けましょう
　○ できるだけ子どもを一人にせず、安心感・安全感を与え
　　 ましょう
　○ 抱っこや痛いところをさするなど、スキンシップを増や
　　 しましょう
　○ 赤ちゃん返り・依存・わがままなどが現れます。受け止
　　 めてあげましょう
引用文献：
・厚生労働省：こころの健康を守るために
　https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r98520000015or4.html

看護師　今田　香

「こころとからだの
健康を保つ生活を

送りましょう」

　新型コロナウイルスの影響により、予定されていた
公開セミナーを中止することとなりました。今後の公
開セミナーの開催については、決定次第ホームページ
などで順次お知らせさせていただきます。ご迷惑をお
かけして申し訳ありません。

　感動体験、苦労体験、などなど当センターの利用体験談だけで
はなく、介護体験をした記事等も募集します。このコラムを通じ、
利用者や支援者の様々な「おもい」を共有できることで、悩んで
いる方の一助となれば幸いです。
引き続き江古田の森での体験談も募集しています。江古田の森
広報委員へお気軽にお持ちより下さい。

体験談募集！！体験談募集！！


